
　
押 印 を 求 め る 手 続 の 見 直 し 等 の た め の 関 係 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 三 年 二 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 一 号

　 　 　 押 印 を 求 め る 手 続 の 見 直 し 等 の た め の 関 係 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則

　 ︵ 旅 費 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 　 旅 費 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 二 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 ﹁ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹁ 　

　 　 別 記 様 式 中 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

　 ︵ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 　 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 一 号 及 び 様 式 第 一 号 の 二 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 三 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　

 

　 様 式 第 二 号 か ら 様 式 第 七 号 ま で 、 様 式 第 九 号 か ら 様 式 第 十 二 号 ま で 及 び 様 式 第 十 四 号 か ら 様 式 第 二 十 号 ま で の 規 定 中

﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 二 十 一 号 か ら 様 式 第 二 十 五 号 ま で の 規 定 中 ﹁

㊞ ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 二 十 六 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 二 十 七 号 か ら 様 式 第 二 十 九 号 ま で の 規 定 中 ﹁

㊞ ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 三 十 号 及 び 様 式 第 三 十 一 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 三 十 二 号 中 ﹁

㊞ ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 三 十 三 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 三 十 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規 則

○押印を求める手続の見直し等のための関係規則の整備に関する規則  ………………………………………………………… 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告　　　　　　　　　　示

○名古屋港の港湾区域内又は港湾隣接地域内における行為の許可に関する条例施行細則の一部改正  ……………………… 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓　　　　　　　　　令

○押印を求める手続の見直し等のための関係訓令の整備に関する規程  ………………………………………………………… 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議 会 事 項

○名古屋港管理組合議会事務局行政文書管理規程の一部改正  …………………………………………………………………… 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　査　委　員　事　項

○名古屋港管理組合監査委員事務局行政文書管理規程の一部改正  ……………………………………………………………… 　

○名古屋港管理組合監査委員の保有する個人情報の保護に関する規程の一部改正  …………………………………………… 　
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規　　　　　則

旅 　 　 行 　 　 者

職　氏　名　（　印　）
　　　　　　　　　印

旅 　 　 行 　 　 者

職 　 　 氏 　 　 名

1

7

7

8

8
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　様式第34号（第39条関係）

係留木材移動届

年　　　月　　　日　　　　

　　　　名古屋港管理組合管理者　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使　用　者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名

　　　　次のとおり係留場所を移動します。

荷　　主 船　　名 搬入年月日 移動年月日
場　　内

作 業 者

許可番号 材　　種 数　　量
移 動 前

係留場所

移 動 後

係留場所

Ａ列 4 判　



　 　
様 式 第 三 十 五 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 三 十 六 号 中 ﹁㊞ ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 四 十 号 及 び 様 式 第 四 十 一 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 四 条 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

　
第 三 条
　
削 除

　 　
第 五 条 第 四 項 中 ﹁ 記 名 押 印 し ﹂ を ﹁ 記 名 し ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 五 十 一 条 第 三 項 を 削 る 。

　

 

　
第 百 六 条 第 一 項 中 ﹁ し よ う と す る と き ﹂ を ﹁ し た と き ﹂ に 、 ﹁ 、 交 付 を 受 け よ う と す る 者 ︵ 共 用 備 品 に つ い て は 庶 務 担

当 係 長 。 た だ し 、 特 に 必 要 が あ る と き は 、 全 部 又 は 一 部 の 物 品 に つ い て 課 長 等 が 指 定 す る 者 ︶ の 受 領 印 を 徴 し ﹂ を ﹁ 整 理

し ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 ﹁ お よ び ﹂ を ﹁ 及 び ﹂ に 、 ﹁ し よ う と す る と き ﹂ を ﹁ し た と き ﹂ に 、 ﹁ に よ り 、 交 付 を 受 け よ う

と す る 者 の 受 領 印 を 徴 し ﹂ を ﹁ に 記 帳 し ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 百 十 八 条 第 二 項 中 ﹁ う え ﹂ を ﹁ 上 ﹂ に 、 ﹁ 旨 ﹂ を ﹁ 旨 を ﹂ に 改 め 、 ﹁ 押 印 し ﹂ を 削 る 。

　 　
第 百 七 十 六 条 第 四 項 た だ し 書 中 ﹁ 記 載 し 押 印 す る ﹂ を ﹁ 記 載 す る ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 百 八 十 九 条 第 二 号 中 ﹁ に 訂 正 者 の 印 を 押 印 し て す る ﹂ を ﹁ を 明 示 し て 行 う ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 一 号 、 様 式 第 一 号 の 二 及 び 様 式 第 三 十 三 号 ︵ そ の 二 ︶ 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 三 十 五 号 中 ﹁印 ﹂ 及 び 備 考 を 削 る 。

　 　
様 式 第 三 十 七 号 中 ﹁確認印 ﹂ を ﹁確認者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 三 十 九 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 四 十 六 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
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　様式第46号（第75条関係）

口　座　振　替　申　請　書

　　　名古屋港管理組合会計管理者　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　　　私が名古屋港管理組合から受ける支払金は、下記の口座に振込んでください。

　　　太枠の部分を記入してください。

名古屋港管理組合公報　第37号　令和 3年 2月 1日4

銀行 支店

支店コード

住 所

フ リ ガ ナ

名 称

代表者肩書

代表者氏名

電 話 番 号

フ リ ガ ナ

口座名義人

振 替 先

銀行コード

預 金 種 別 1　普通預金 2　当座預金 口座番号

（注）変更のある場合は□の中にレ印を記入してください。

〒

□

□

□

□

□

□

□

□

1 　取消

2 　変更

3 　新規



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
﹁

　 　
様 式 第 四 十 七 号 中
　 　

印

　 　
を 削 る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
﹂

　 　
様 式 第 四 十 八 号 中 ﹁㊞ ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 五 十 七 号 中 ﹁済 　

印 ﹂ を ﹁確認者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 五 十 八 号 中 ﹁検 　

印 ﹂ を ﹁確認者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 五 十 九 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 六 十 八 号 の 二 及 び 様 式 第 六 十 八 号 の 三 中 ﹁受領印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 七 十 号 の 三 中 ﹁専用者印 ﹂ を ﹁専用者 ﹂ に 、 ﹁受領者印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 七 十 号 の 四 中
　 　 　 　 　
を ﹁保管者 ﹂ に 、 ﹁受領印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 七 十 一 号 、 様 式 第 七 十 二 号 及 び 様 式 第 七 十 四 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 七 十 六 号 中 ﹁物品出納員

　
印 ﹂ を ﹁物品出納員

　　

﹂ に 改 め 、 ﹁担当者
　

印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 七 十 七 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 八 十 号 中 ﹁氏

　
名
　　　　　　　　　

印 ﹂ を ﹁氏
　

名
　　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 八 十 一 号 中 ﹁氏

　
名
　　　　　　　　　

印 ﹂ を ﹁氏
　

名
　　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
﹁名古屋港管理組合管理者様

　 　
様 式 第 八 十 三 号 中
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

住所

　 　 　 　 　 　 　 　

 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

氏名
　　　　　　　

印 ﹂

　 　
﹁名古屋港管理組合管理者様

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

住所

　 　 　 　 　 　 　 　 　
に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

氏名
　　　　　　　　

﹂

　 　
様 式 第 九 十 一 号 ︵ そ の 一 ︶ か ら 様 式 第 九 十 四 号 ま で の 規 定 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 百 二 号 中 ﹁受領印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　 様 式 第 百 六 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 り 、 ﹁または ﹂ を ﹁又は ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 五 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 三 号 ︶

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 二 十 四 号 ︵ そ の 一 ︶ 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 二 十 六 号 中 ﹁

氏
　

名
　　　　　　　　　

印 ﹂ を ﹁氏
　

名
　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　 　 様 式 第 三 十 号 中 ﹁ ︵

印 ︶ ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 六 条 　 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 四 十 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶ の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 二 十 六 条 第 二 項 中 ﹁ 記 名 押 印 し ﹂ を ﹁ 記 名 し ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 入 港 料 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 七 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 入 港 料 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 五 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

　 る 。

　 　 様 式 第 一 号 及 び 様 式 第 二 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 失 業 者 の 退 職 手 当 支 給 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 八 条 　 失 業 者 の 退 職 手 当 支 給 規 則 ︵ 昭 和 五 十 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 一 号 の 二 及 び 様 式 第 二 号 ︵ 表 面 ︶ 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 　 様 式 第 三 号 ︵ 表 面 ︶ 中 ﹁

氏
　　　

名
　　　　　　　　　　

印 ﹂ を ﹁氏
　　　

名
　　　　　　　　　　　

﹂ に 、 ﹁公共職

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹁ 　 　

　
業安定所長

　　　
印 ﹂ を ﹁公共職業安定所長

　　　　

﹂ に 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

　 　 ﹁

　 を 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に 改 め 、 同 様 式 ︵ 裏 面 ︶ 中 ﹁

受給資格者氏名
　　　　　

　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

　　　　　　　　　
印 ﹂ を ﹁受給資格者氏名

　　　　　　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　 　 様 式 第 四 号 備 考 以 外 の 部 分 、 様 式 第 六 号 備 考 以 外 の 部 分 及 び 様 式 第 七 号 備 考 以 外 の 部 分 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　

 

　 様 式 第 八 号 中 ﹁

職氏名 ︶

　　　　　　　　　　　　　
印 ﹂ を ﹁職氏名 ︶

　　　　　　　　　　　　　　

﹂ に 、 ﹁氏名
　

　　　　　　　　　　
印 ﹂ を ﹁氏名

　　　　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　

 

　 様 式 第 九 号 備 考 以 外 の 部 分 、 様 式 第 十 号 備 考 以 外 の 部 分 、 様 式 第 十 号 の 二 備 考 以 外 の 部 分 、 様 式 第 十 号 の 三 備 考 以 外 の

部 分 、 様 式 第 十 一 号 備 考 以 外 の 部 分 、 様 式 第 十 二 号 備 考 以 外 の 部 分 、 様 式 第 十 二 号 の 二 備 考 以 外 の 部 分 及 び 様 式 第 十 二 号

「保管者

　受領印」
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紹　　　　　　　介　　　　　　　先 印

紹　　　　　　　介　　　　　　　先



の 三 備 考 以 外 の 部 分 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　

 
　
様 式 第 十 三 号 ︵ 表 面 ︶ 中 ﹁印 ﹂ を 削 り 、 同 様 式 ︵ 裏 面 ︶ 中 ﹁高年齢受給資格者氏名

　　　　　　　　　　　
印 ﹂ を ﹁高

年齢受給資格者氏名
　　　　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　

 

　
様 式 第 十 五 号 中 ﹁氏名

　　　　　
印 ﹂ を ﹁氏名

　　　　　　

﹂ に 、 ﹁取扱者印 ﹂ を ﹁取扱者署名 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 有 財 産 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 九 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 公 有 財 産 管 理 規 則 ︵ 昭 和 五 十 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
様 式 第 一 号 か ら 様 式 第 十 七 号 ま で の 規 定 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 環 境 整 備 負 担 金 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 条 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 環 境 整 備 負 担 金 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 五 十 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

　 　
様 式 第 一 号 、 様 式 第 二 号 及 び 様 式 第 五 号 か ら 様 式 第 七 号 ま で の 規 定 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 臨 港 緑 地 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 一 条 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 臨 港 緑 地 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 五 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 　
様 式 第 一 号 及 び 様 式 第 二 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　
︵ 名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 十 二 条
　
名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 五 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
様 式 第 三 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　 　
様 式 第 十 一 号 及 び 様 式 第 十 三 号 中 ﹁氏

　
名
　　　　　　　　　

印 ﹂ を ﹁氏
　

名
　　　　　　　　　

﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 水 族 館 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 十 三 条
　
名 古 屋 港 水 族 館 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
様 式 第 四 号 及 び 様 式 第 五 号 中 ﹁印 ﹂ を 削 る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 聴 聞 手 続 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 十 四 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 聴 聞 手 続 規 則 ︵ 平 成 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 十 一 条 第 一 項 及 び 第 十 二 条 中 ﹁ 記 名 押 印 し ﹂ を ﹁ 記 名 し ﹂ に 改 め る 。

　

 

　 様 式 第 二 号 か ら 様 式 第 四 号 ま で の 規 定 中 ﹁

氏名
　　　　　　　　　　　　　　　

印 ﹂ を ﹁氏名
　　　　　　　　　　　

　　　　

﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 放 置 自 動 車 の 発 生 の 防 止 及 び 適 正 な 処 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 五 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 放 置 自 動 車 の 発 生 の 防 止 及 び 適 正 な 処 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 十 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合

規 則 第 十 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 七 号 中 ﹁

印鑑 ﹂ を ﹁本人であることが確認できる書類 ︵運転免許証、身分証明書など ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 　 様 式 第 九 号 及 び 様 式 第 十 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 公 務 災 害 等 見 舞 金 支 給 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 六 条 　 公 務 災 害 等 見 舞 金 支 給 規 則 ︵ 平 成 十 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 ﹁ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹁

　 　 別 記 様 式 中 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

　 ︵ 指 定 管 理 者 に よ る 公 の 施 設 の 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 七 条 　 指 定 管 理 者 に よ る 公 の 施 設 の 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 六 号 ︶ の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 一 号 及 び 様 式 第 二 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 個 人 情 報 保 護 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 八 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 個 人 情 報 保 護 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　

 

　 第 七 条 第 一 項 第 三 号 イ 中 ﹁ 本 人 に 係 る 実 印 が 押 印 さ れ た も の で あ っ て 、 ﹂ 及 び ﹁ 及 び 当 該 実 印 に 係 る 印 鑑 登 録 証 明 書 ︵ 開

示 請 求 を す る 日 前 三 十 日 以 内 に 作 成 さ れ た も の に 限 る 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　

 

　 様 式 第 二 号 の 二 、 様 式 第 十 二 号 の 二 及 び 様 式 第 十 七 号 の 二 中 ﹁

本人に係る実印が押印されたものであって、請求日前30

日以内に作成されたもの ︶及び当該実印に係る印鑑登録証明書 ︵請求日前30日以内に作成されたもの ︶ ﹂ を ﹁請求日前30

日以内に作成されたもの ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 新 舞 子 ボ ー ト パ ー ク 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 九 条 　 新 舞 子 ボ ー ト パ ー ク 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 一 号 及 び 様 式 第 三 号 か ら 様 式 第 五 号 ま で の 規 定 中 ﹁

㊞ ﹂ を 削 る 。

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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申請者の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

（死亡職員の続柄　　　　　　　）

申請者の住所　　 　　

氏　　　　名　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

（死亡職員との続柄　　　　　　　）



　
︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　
こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 各 規 則 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 の 各 規 則 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ

れ て い る 申 請 書 等 は 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 各 規 則 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 各 規 則 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ た

も の と み な す 。

３ 　
こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 各 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 用 紙 は 、 改 正 後 の 各 規 則 の 規 定 に か か わ ら ず 、

当 分 の 間 、 改 正 後 の 各 規 則 の 要 件 を 満 た す よ う 必 要 な 修 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

訓 令 第 一 号

組 合 内 一 般

　 押 印 を 求 め る 手 続 の 見 直 し 等 の た め の 関 係 訓 令 の 整 備 に 関 す る 規 程 を 次 の よ う に 定 め る 。

　 　 令 和 三 年 二 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

　 　 　 押 印 を 求 め る 手 続 の 見 直 し 等 の た め の 関 係 訓 令 の 整 備 に 関 す る 規 程

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 取 扱 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 取 扱 規 程 ︵ 昭 和 三 十 六 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 七 条 第 一 項 第 二 号 中 ﹁ 記 入 し て 押 印 し ﹂ を ﹁ 記 入 し ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 記 入 の 上 押 印 し ﹂ を ﹁ 記 入 し ﹂ に 改 め

る 。

　 　 別 記 様 式 第 二 号 中 ﹁

起案者印 ﹂ を ﹁起案者名 ﹂ に 、 ﹁主任者印 ﹂ を ﹁主任者名 ﹂ に 、 ﹁検印 ﹂ を ﹁備考 ﹂ に 改 め る 。

　 　 別 記 様 式 第 三 号 中 ﹁

起案者印 ﹂ を ﹁起案者名 ﹂ に 、 ﹁立会人印 ﹂ を ﹁立会人名 ﹂ に 、 ﹁検印 ﹂ を ﹁備考 ﹂ に 改 め る 。

　 　 別 記 様 式 第 七 号 中 ﹁

管守者印 ﹂ を ﹁管守者名 ﹂ に 改 め る 。

　 　 別 記 様 式 第 八 号 中 ﹁

使用者印 ﹂ を ﹁使用者名 ﹂ に 、 ﹁保管者印 ﹂ を ﹁保管者名 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 舎 貸 与 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 舎 貸 与 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 一 号 、 様 式 第 三 号 及 び 様 式 第 四 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 工 事 施 行 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条 　 工 事 施 行 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 十 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 様 式 第 八 号 、 様 式 第 十 号 、 様 式 第 十 一 号 、 様 式 第 二 十 一 号 、 様 式 第 二 十 三 号 、 様 式 第 二 十 五 号 及 び 様 式 第 二 十 六 号 か ら

様 式 第 二 十 七 号 の 三 ま で の 規 定 中 ﹁㊞ ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 衛 生 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 衛 生 管 理 規 程 ︵ 昭 和 五 十 年 訓 令 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 一 号 、 様 式 第 二 号 及 び 様 式 第 四 号 中 ﹁

印 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 文 書 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 五 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 文 書 管 理 規 程 ︵ 平 成 二 十 一 年 訓 令 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 十 五 条 第 一 号 た だ し 書 中 ﹁ あ て 先 ﹂ を ﹁ 宛 先 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 ﹁ 副 管 理 者 あ て ﹂ を ﹁ 副 管 理 者 宛 て ﹂ に 、 ﹁ 名

あ て 人 ﹂ を ﹁ 名 宛 人 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 号 中 ﹁ 、 受 領 印 を 徴 し て ﹂ を 削 る 。

　

 

　 第 十 七 条 第 六 項 中 ﹁ 、 こ れ に 認 印 を 押 印 し ﹂ を 削 る 。

　

 

　 第 三 十 一 条 第 三 項 中 ﹁ 庁 内 に 発 す る 一 般 文 書 ﹂ を ﹁ 行 政 文 書 の う ち 、 庁 内 に 発 す る も の ﹂ に 改 め る 。
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告　　　　　示

訓　　　　　令

名古屋港管理組合告示第 2号

　平成12年名古屋港管理組合告示第18号（名古屋港の港湾区域内又は港湾隣接地域内における行為の許可に関する条例施行

細則）の一部を次のように改正する。

　　令和 3 年 2 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　様式第 1 号から様式第 7 号までの規定中「㊞」を削る。

　様式第 7 号の 2 及び様式第 7 号の 3 中「印」を削る。

　様式第 8 号中「㊞」及び「 4 回」を削る。

　　　附　則

　（施行期日）

 1  　この細則は、令和 3 年 2 月 1 日から施行する。

　（経過措置）

 2  　この細則施行の際この細則による改正前の名古屋港の港湾区域内又は港湾隣接地域内における行為の許可に関する条

例施行細則（以下「改正前の細則」という。）の規定により提出されている様式第 1 号から様式第 8 号までの申請書等に

ついては、この細則による改正後の名古屋港の港湾区域内又は港湾隣接地域内における行為の許可に関する条例施行細則

（以下「改正後の細則」という。）の規定により提出されたものとみなす。

 3  　この細則施行の際改正前の細則の規定に基づいて作成されている様式第 1 号から様式第 8 号までの用紙は、改正後の細

則の規定にかかわらず、当分の間、改正後の細則の様式の要件を満たすよう修正して使用することができる。

申請者の住所　　 　　

氏　　　　名　　 　　



　 　
様 式 第 二 号 中 ﹁受印 ﹂ を ﹁担当者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 三 号 中 ﹁受印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　
様 式 第 十 号 中 ﹁確認印 ﹂ を ﹁確認者 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　
附
　
則

　
︵ 施 行 期 日 ︶

１
　
こ の 訓 令 は 、 令 和 三 年 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　
︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　
こ の 訓 令 の 施 行 の 際 現 に こ の 訓 令 に よ る 改 正 前 の 各 規 程 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 の 各 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ

れ て い る 申 請 書 等 は 、 こ の 訓 令 に よ る 改 正 後 の 各 規 程 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 各 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ た

も の と み な す 。

３ 　
こ の 訓 令 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 各 規 程 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 用 紙 は 、 改 正 後 の 各 規 程 の 規 定 に か か わ ら ず 、

当 分 の 間 、 改 正 後 の 各 規 程 の 要 件 を 満 た す よ う 必 要 な 修 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

訓 令 第 一 号

議 会 事 務 局

　
名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会 事 務 局 行 政 文 書 管 理 規 程 ︵ 平 成 二 十 一 年 訓 令 第 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
令 和 三 年 二 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会
　 　 　 　 　 　 　

議 長
　
杉 浦
　
孝 成
　

　
第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 た だ し 書 中 ﹁ あ て 先 ﹂ を ﹁ 宛 先 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 ﹁ 副 議 長 あ て ﹂ を ﹁ 副 議 長 宛 て ﹂ に 、 ﹁ 名

あ て 人 ﹂ を ﹁ 名 宛 人 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 ﹁ 、 受 領 印 を 徴 し て ﹂ を 削 る 。

　
第 十 四 条 第 三 項 中 ﹁ 、 こ れ に 認 印 を 押 印 し ﹂ を 削 る 。

　 第 二 十 八 条 第 三 項 中 ﹁ に か か わ ら ず 、 ﹂ の 下 に ﹁ 行 政 文 書 の う ち 、 議 会 事 務 局 内 に 発 す る も の 又 は ﹂ を 加 え る 。

　 様 式 第 二 号 中 ﹁

受印 ﹂ を ﹁担当者 ﹂ に 改 め る 。

　 様 式 第 三 号 中 ﹁

受印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 訓 令 は 、 令 和 三 年 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 ︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　 こ の 訓 令 施 行 の 際 、 現 に こ の 訓 令 に よ る 改 正 前 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会 事 務 局 行 政 文 書 管 理 規 程 の 規 定 に 基 づ い て 作 成

さ れ て い る 様 式 第 二 号 及 び 様 式 第 三 号 の 用 紙 に つ い て は 、 こ の 訓 令 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会 事 務 局 行 政 文 書

管 理 規 程 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 同 規 程 の 様 式 の 要 件 を 満 た す よ う 必 要 な 修 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 告 示 第 一 号

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 事 務 局 行 政 文 書 管 理 規 程 ︵ 平 成 二 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 告 示 第 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

　
　 　 令 和 三 年 二 月 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 　 丹 　 羽 　 ひ ろ し 　

同 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山 　 本 　 正 　 雄 　

同 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 篠 　 田 　 信 　 示 　

　 第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 中 ﹁ 、 受 領 印 を 徴 し て ﹂ を 削 る 。

　 第 十 四 条 第 三 項 中 ﹁ 、 こ れ に 認 印 を 押 印 し ﹂ を 削 る 。

　 第 二 十 八 条 第 三 項 中 ﹁ に か か わ ら ず 、 ﹂ の 下 に ﹁ 行 政 文 書 の う ち 、 監 査 委 員 事 務 局 内 に 発 す る も の 又 は ﹂ を 加 え る 。

　 様 式 第 二 号 中 ﹁

受印 ﹂ を ﹁担当者 ﹂ に 改 め る 。

　 様 式 第 三 号 中 ﹁

受印 ﹂ を ﹁受領者 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 規 程 は 、 令 和 三 年 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 ︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　 こ の 規 程 施 行 の 際 、 現 に こ の 規 程 に よ る 改 正 前 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 事 務 局 行 政 文 書 管 理 規 程 の 規 定 に 基 づ い て

作 成 さ れ て い る 様 式 第 二 号 及 び 様 式 第 三 号 の 用 紙 に つ い て は 、 こ の 規 程 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 事 務 局

行 政 文 書 管 理 規 程 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 同 規 程 の 様 式 の 要 件 を 満 た す よ う 必 要 な 修 正 を し て 使 用 す る こ と が で

き る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 告 示 第 二 号

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 ︵ 平 成 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 告 示 第 二 号 ︶

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 令 和 三 年 二 月 一 日
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監査委員事項



名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員
　
丹
　
羽
　
ひ ろ し
　

同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
山
　
本
　
正
　
雄
　

同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
篠
　
田
　
信
　
示
　

　
第 七 条 第 一 項 第 三 号 イ 中 ﹁ 本 人 に 係 る 実 印 が 押 印 さ れ た も の で あ っ て 、 ﹂ 及 び ﹁ 及 び 当 該 実 印 に 係 る 印 鑑 登 録 証 明 書 ︵ 開

示 請 求 を す る 日 前 三 十 日 以 内 に 作 成 さ れ た も の に 限 る 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　
様 式 第 二 号 の 二 、 様 式 第 十 二 号 の 二 及 び 様 式 第 十 七 号 の 二 中 ﹁本人に係る実印が押印されたものであって、請求日前30日

以内に作成されたもの ︶及び当該実印に係る印鑑登録証明書 ︵請求日前30日以内に作成されたもの ︶ ﹂ を ﹁請求日前30日以

内に作成されたもの ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 　 　
附
　
則

　
︵ 施 行 期 日 ︶

１
　
こ の 規 程 は 、 令 和 三 年 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　
こ の 規 程 施 行 の 際 、 現 に こ の 規 程 に よ る 改 正 前 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 ︵ 以

下 ﹁ 改 正 前 の 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ て い る 様 式 第 二 号 の 二 、 様 式 第 十 二 号 の 二 及 び 様 式 第 十 七 号 の

二 の 請 求 書 に つ い て は 、 こ の 規 程 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 査 委 員 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 ︵ 以

下 ﹁ 改 正 後 の 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ た も の と み な す 。

３ 　
こ の 規 程 施 行 の 際 、 現 に 改 正 前 の 規 程 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 様 式 第 二 号 の 二 、 様 式 第 十 二 号 の 二 及 び 様 式 第

十 七 号 の 二 の 用 紙 に つ い て は 、 改 正 後 の 規 程 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 改 正 後 の 規 程 の 要 件 を 満 た す よ う 必 要 な 修

正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。
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